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放射線災害医療学分野 
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鈴木啓司・准教授 運営委員会部会委員 広島大学原爆放射線医科学研究所 

鈴木啓司・准教授 編集委員 Genome Integrity 

鈴木啓司・准教授 世話人 放射線影響懇話会 
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鈴木啓司・准教授 福島県「放射線と健康」アドバイザー 福島県「放射線と健康」アドバイザリーグル

ープ 

光武範吏・准教授 編集委員 Journal of the Endocrine Society 

光武範吏・准教授 編集委員 Thyroid Endocrinology, Frontiers in 
Endocrinology 

光武範吏・准教授 国際編集委員 Arquivos Brasileiros de Endocrinologia e 
Metabologia 

光武範吏・准教授 評議員 日本甲状腺学会 

光武範吏・准教授 評議員 日本内分泌学会 
 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

山下俊一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
甲状腺発がんと予後決定分子機構の解明 

山下俊一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(A) 海外 
国際共同研究による甲状腺がん分子疫学調

査研究 

鈴木啓司・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
DNA 損傷クロマチン応答のエピジェネティ

ックメモリーの分子機構解明 

鈴木啓司・准教授 環境省 代表 原子力災害影響調査等事業『放射線の健康影

響に係わる研究調査事業』 
小児期の生活習慣等の低線量放射線発がん

リスクに及ぼす影響とメカニズム解明 

鈴木啓司・准教授 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 
甲状腺初期化細胞を用いた放射線誘発ゲノ

ム融合分子痕跡検出系樹立の試み 

鈴木啓司・准教授 文部科学省 分担 戦略的原子力共同研究プログラム 
幹細胞のキネティクスから発がんの線量率

効果を紐解く 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 
チェルノブイリ小児甲状腺がんにおける

DNA 修復関連遺伝子群の分子遺伝疫学研究 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 海外 
チェルノブイリ周辺国における非放射線誘

発小児・若年者甲状腺がんの分子疫学調査研

究 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 代表 挑戦的萌芽研究 
循環乳癌細胞を用いた DNA 修復能測定系の

樹立：PARP 阻害剤適応決定へのカギ 

光武範吏・准教授 日本学術振興会 分担 海外研究(A) 海外 
ゲノム不安定性を誘発する先天性稀少疾患
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と小児がんコホートの分子遺伝疫学調査 

光武範吏・准教授 日本医療研究開発機構 分担 ゲノム不安定性を示す難治性遺伝性疾患群

の症例収集とゲノム・分子機能解析による病

態解明研究 

松瀬美智子・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
TERT は甲状腺癌の予後推測・治療方針決定

のマーカーとなりうるか？ 

光武範吏・准教授 コスミック・コーポレーション 甲状腺がん特異的遺伝子検出用機器の評価 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（放射線医学） 九州大学 

鈴木啓司・准教授 非常勤講師（放射線生物学） 京都大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

山下俊一・教授 福島と長崎大 原発事

故から 5年 

長崎新聞 2016 年 
3 月 11 日 

東日本大震災、福島第一原発事故の発生

から 5年になるのに合わせ、山下俊一氏

に話を聞いた。 

山下俊一・教授 甲状腺検査 国際的知

見参考に 

福島民報新聞 

福島民友新聞 

朝日新聞 

毎日新聞 

2016 年 
12 月 10 日 

福島第一原発事故の健康影響を調べる

福島国際専門家会議の組織委員会は福

島県に県民健康調査の甲状腺検査委の

課題解決に向けた提言を行った。 

山下俊一・教授 放射線教育考え合う 

山下副学長が講演 

福島民報新聞 

福島民友新聞 

2016 年 
12 月 19 日 

NPO法人放射線教育フォーラム主催の放

射線教育に関する国際シンポジウムで

放射線の健康リスクに関する指導者育

成のポイントなどを解説した。 

山下俊一・教授 創価大学で平和講座 

講師に長崎大学の山

下副学長 

聖教新聞 2016 年 
12 月 24 日 

福島の復興に寄り添うには、正しい放射

線の知識を持つとともに、地元の人々と

同じ目的や復興のビジョンを共有する

ことが大事であると述べた。 

 


